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Ｐ２　国保高齢受給者証などの更新について
Ｐ３　後期高齢者医療制度の保険証を更新しますほか
Ｐ４　乳がん・子宮頸がん検診
　　　　（個別検診）についてほか

人　口  　63,113 人    （－35）
　男　  　30,853 人    （－26）
　女　  　32,260 人    （－  9）
世帯数　  23,795 世帯（＋  9）

住民基本台帳人口（５月末日現在）
※（　）内は前月との比較

人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯

　６月５日（土）、磯部駅などに設置されたデジタル
観光案内板が本格的に稼動を開始しました。
　また、磯部駅と富岡製糸場方面を結ぶシャトルバ
スの運行も始まり、利便性が増したことで、今まで
以上の観光客の増加が期待されます。

デジタル観光案内板本格稼動開始

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち
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市長対話の日
7 月 24 日（土）　本庁　市民ロビー
8月 28 日（土）　支所　第２会議室
時間 ▼午前 10 時～正午
※受付は午前 11 時 30 分まで
※都合により時間が変更になるこ
ともあります
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問合せ ▼本庁国保年金課国保係・支所住民税務課国保年金係（☎３８２－１１１１）

※特例対象被保険者軽減措置に該当した人の世帯は、負担区分が変更になる場合があります
※ご不明な点につきましてはお問い合わせください

 表１　70 歳以上の人の自己負担額・食事療養標準負担額 表２　70 歳未満の人の自己負担限度額・食事療養標準負担額

区分 基 　 　 準
入 院 時 自 己
負 担 限 度 額
　（月 額）　

食 事 療 養
標 準 負 担 額
（１食あたり）

市
民
税
非
課
税
世
帯

低
所
得
Ⅱ

低
所
得
Ⅰ

国民健康保険加入者全員
と世帯主が市民税非課税
の人

国民健康保険加入者と世
帯主が市民税非課税の人
で、その世帯の所得が必
要経費・控除を差し引い
たとき 0円になる人

24,600 円

15,000 円

210 円
（160 円※1）

100 円

※1　過去 12 カ月の入院日数が 90 日を超える場合

区分 基　　準
入院時自己負担限度額

（月額）
（  ）内は多数該当※1

食 事 療 養
標準負担額
（1食あたり）

上　位
所得者

一　般

非課税

基礎控除後の所得
が 600 万円を超
える世帯の人

上位所得者と非課
税以外の世帯の人

国民健康保険加入
者全員と世帯主が
市民税非課税の人

150,000 円＋1％　※2
（83,400 円）

80,100 円＋1 ％　※2
（44,400 円）

35,400 円
（24,600 円）

260 円

210 円
（160 円※3）

※１　過去 12 カ月内に 4回以上高額療養費の支給を受けた場合
※２　医療費から一定の額（上位所得者は 500,000 円、一般は
　　　267,000 円）を差し引いた金額の 1％
※３　過去 12 カ月の入院日数が 90 日を超える場合
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○８月１日から「後期高齢者医療被保険者証」が新しくなります
　新しい保険証は、７月中旬頃に送付します。保険証が届きましたら、記載されている住所・氏名な
どを確認し、切り取り線で切り取り、ご使用ください。
　保険証の有効期間は８月１日から来年７月31日までの１年間になります。（短期証の人を除く）

○前年の所得により負担割合が判定されます
　自己負担割合は下記のとおり、現役並み所得の人は３割、一般の人は負担割合が１割となります。
　所得が145万円以上の人で、基準収入額適用申請をすることにより１割になる人には、保険証送付
前に申請の案内を送付いたしますので、７月中に忘れずに申請書を提出してください。

後期高齢者医療制度の保険証を
更 新 し ま す

※現在お使いの保険証は８月１日以降お使いになれませんので、市役所本庁または支所に返却するか、各自で廃棄して
ください

問合せ ▼本庁国保年金課給付係（☎３８２－１１１１）
　　　　支所住民税務課国保年金係（☎３９３－１１１３）

負　担　割　合

３割

基準収入額適用申請を
することにより１割

１割

区　分

現役並み
所 得 者

一 般

基　　　　　準
　同一世帯に住民税課税所得が 145 万円以上の後期高齢者医療制度の被保
険者がいる人
　上記に該当する人のうち、後期高齢者医療制度の被保険者の収入が２人以
上で520万円未満、１人で383万円未満の人
　または、後期高齢者医療制度の被保険者の収入と、世帯内の70 ～74歳の
人の収入を合わせた額が520万円未満の人
　同一世帯の後期高齢者医療制度加入者のいずれもが住民税課税所得 145
万円未満の人
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乳がん・子宮頸がん検診（個別検診）について 

　６月から乳がん・子宮頸がん検診が始まりました。個別検診の申し込みをされた人は、市から郵送された受診票を必
ずご持参のうえ、下記医療機関で受診してください。

女性特有のがん検診事業について
（乳がん・子宮頸がん検診無料クーポン券の配布） 

　下記の年齢に達した人へは、女性特有のがん検診に関する「検診手帳」と「無料クーポン券」を郵送させていただきま
した。市の乳がん検診・子宮頸がん検診が無料で受診できますので、ぜひご利用ください。

※無料クーポン券は検診時に必ず持参してください（無料クーポン券を持参しない場合、無料クーポン券の配布対象者
であっても個人負担金が請求されます）
※本年度に乳がん検診無料クーポン券の配布対象となっている人は、前年度に乳がん検診を受診している場合であって
も受診することができます
※無料クーポン券は集団検診でもご利用できます。前年度に乳がん検診を受診しておらず、今年度に集団検診を申し込
まれている人へは、受診票を11月頃に郵送する予定です

対　象　者 ▼乳 が ん 検 診…安中市民で平成 23年 3月31日までに40歳以上となる女性（前年度に市の乳がん検
診を受診している人は除く）

　　　　　　子宮頸がん検診…安中市民で平成 23年 3月31日までに20歳以上となる女性
個人負担金 ▼乳 が ん 検 診…1,500 円（70歳以上は無料）
　　　　　　子宮頸がん検診…400円（70歳以上は無料）
受診できる期間 ▼平成 22年 6月1日～平成 23年1月31日
※本年度から松井田病院でもマンモグラフィーの受診が可能になりましたので、ぜひご利用ください
※例年12月から1月にかけては、受診者が集中することが予想されますので、混雑緩和のため、なるべく早い時期での
受診にご協力ください

医療機関名
公 立 碓 氷 病 院
さわやかクリニック
正 田 病 院
須 藤 病 院
田 口 医 院
永 山 医 院
堀 口 医 院
松 井 田 病 院

電話番号
385－8221
382－8111
382－1123
382－3131
393－1731
381－0314
381－0229
393－1301

子宮頸がん検診
－
－
－
－
－
○
－
－

乳がん検診
○

○（視触診のみ）
○（視触診のみ）

○
○（視触診のみ）
○（視触診のみ）
○（視触診のみ）

○

問合せ ▼本庁健康課予防係（☎３８２－１１１１）

20 歳
25歳
30 歳
35歳
40 歳

平成元（1989）年 4月2日～平成 2（1990）年 4月1日
昭和 59（1984）年 4月2日～昭和 60（1985）年 4月1日
昭和 54（1979）年 4月2日～昭和 55（1980）年 4月1日
昭和 49（1974）年 4月2日～昭和 50（1975）年 4月1日
昭和 44（1969）年 4月2日～昭和 45（1970）年 4月1日

子宮頸がん検診無料クーポン券配布対象者
40歳
45歳
50 歳
55歳
60 歳

昭和 44（1969）年 4月2日～昭和 45（1970）年 4月1日
昭和 39（1964）年 4月2日～昭和 40（1965）年 4月1日
昭和 34（1959）年 4月2日～昭和 35（1960）年 4月1日
昭和 29（1954）年 4月2日～昭和 30（1955）年 4月1日
昭和 24（1949）年 4月2日～昭和 25（1950）年 4月1日

乳がん検診無料クーポン券配布対象者

乳がん検診受付時間の変更について
　須藤病院では、受付時間が下記のとおり変更になりました。
受付時間 ▼月～土曜　午前９時30 分～午後０時30 分
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　平成 22 年度の国民健康保険特定健康診査・後期高齢者健康診査は市内の下記医療機関で受診することができ
ます。
　個別健診とは、集団健診と同じ内容の検査を、市内の医療機関で実施することをいいます。医療機関や市から
日時を指定することはありません。皆さんの都合のよい時に希望する医療機関で受診してください。
※集団健診は、８月３日（火）から始まります
期間 ▼６月１日（火）～ 11月 30日（火）
料金 ▼無料
健診機関 ▼下記の医療機関　（※印の医療機関は予約が必要です）

注意事項
◆受診票・受診券と保険証を必ず持参してください
◆受診票・受診券裏面の質問票は必ず記入してください
◆65歳以上の人で受診票右面に基本チェックリストがある人は必ず記入してください
◆午前中のみの受診となりますので、朝食を食べずに受診してください

その他
◆受診票・受診券は、個別健診・集団健診共通です
◆安中市国民健康保険の資格を喪失した場合または後期高齢者医療制度加入者で市外に転出した場合は、市から
送付した受診票・受診券では受診できません。すみやかに受診票・受診券を市へお返しください。資格喪失後
に受診した場合は全額自己負担になります
◆集団健診を受診した人は受診できません。重複して受診した場合はあとから受けた健診費用は全額自己負担にな
ります
◆事業所などにお勤めの人で、事業所などが行う健診を受けた場合は、この健診を受ける必要はありません。お手
数ですが、健診結果を安中市へお知らせください
◆被用者保険の被扶養者の人の特定健康診査も上記医療機関で受診することができます
◆安中市人間ドックを受診する人は、健診項目が重複するため受診できません
問合せ ▼本庁国保年金課国保係（☎３８２－１１１１）

医療機関名
385-1511

381-0485

380-1717

381-2201

381-0448

380-1181

385-8255

385-1351

393-5311

ア ミ ヤ 医 院　　
有 坂 内 科 医 院　※
いのうえ整形外科内科クリニック　　
いわい中央クリニック　※
上 杉 医 院　※
大貫クリニック　※
岡 田 医 院　※
お に か た 医 院　※
くろ さ わ 医 院　　

385-8221

385-8551

382-8111

382-1123

385-7858

382-3131

382-2210

393-1731

393-1005

公 立 碓 氷 病 院　※
櫻 井 内 科 医 院　※
さわやかクリニック　　
正 田 病 院　※
城 田 医 院　※
須 藤 病 院　※
高 橋 医 院　※
田 口 医 院　　
武井内科循環器科　　

385-6031

393-1324

381-0229

382-1255

393-1301

384-1126

382-2510

半 田 内 科 医 院　　
藤 巻 医 院　　
堀 口 医 院　※
本 多 病 院　※
松 井 田 病 院　　
み や ぐ ち 医 院　※
茂 木 内 科 医 院　　

50音順
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花
火
の
遊
び
方
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

食
中
毒
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
に
つ
い
て

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
夏
の
身
近
な
風
物
詩
『
お

も
ち
ゃ
花
火
』。
そ
れ
は
夢
で
あ
り
、
芸
術
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
科
学
で
あ
り
、
そ
し
て
心
の
安
ら
ぎ
で
も

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、『
お
も
ち
ゃ
花

火
』
と
は
い
え
、
花
火
の
原

料
は
火
薬
で
す
。
安
全
の
た

め
に
正
し
い
知
識
と
使
い

方
、
注
意
事
項
を
守
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、『
ル
ー
ル
を
守
っ

て
楽
し
い
花
火
』
と
な
る
よ
う
に
、
大
人
の
皆
さ
ん

が
子
ど
も
た
ち
に
『
花
火
の
正
し
い
遊
び
方
』
の
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
崎
市
等
広
域
消
防
局
安
中
消
防
署

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩

花
火
は
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
注
意
事
項
を

必
ず
守
り
、正
し
く
取
り
扱
い
ま
し
ょ
う
。

花
火
を
人
や
家
に
向
け
た
り
、燃
え
や
す
い
物

の
あ
る
場
所
で
行
う
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

風
の
強
い
時
、花
火
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

必
ず
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

遊
び
終
わ
っ
た
花
火
は
、必
ず
バ
ケ
ツ
の
水
に

つ
け
て
、残
り
火
を
完
全
に
消
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
達
だ
け
で
な
く
、大
人
と
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

一
度
に
た
く
さ
ん
の
花
火
に
火
を
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
位
置
に
、正
し
い
方
法
で
点
火
し
ま
し
ょ
う
。

吹
出
し
、
打
上
げ
等
の
筒
物
花
火
は
、
途
中
で
火

が
消
え
て
も
筒
を
の
ぞ
く
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

花
火
を
ほ
ぐ
し
て
遊
ぶ
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

オ
ウ
ム
真
理
教
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
は
、
オ
ウ

ム
真
理
教
に
よ
る
犯
罪
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た
人

の
ご
遺
族
、
障
害
が
残
っ
た
人
お
よ
び
傷
病
を
負
っ

た
人
に
対
し
て
、
国
か
ら
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
障
害
が
残
っ
た
人
お
よ
び
傷
病
を
負
っ
た

人
が
既
に
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
ご

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
給
付
金
は
、
平
成
20
年
12
月
18
日
か
ら
２
年

間
に
限
り
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

※

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
こ
の
期
間
内
に
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
理
由

が
や
ん
だ
日
か
ら
６
カ
月
以
内
に
限
り
、
申
請
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

既
に
申
請
の
開
始
か
ら
相
当
の
期
間
が
経
過
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
お
心
当
た
り
が
あ
る
人
や
申
請
に

関
し
て
ご
質
問
な
ど
が
あ
る
人
は
次
の
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
お
早
め
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
花
火
遊
び
の
注
意
事
項
」

問
合
せ
▼
群
馬
県
警
察
本
部
広
報
広
聴
課
（
☎
０
２
７

－

２
４
３

－

０
１
１
０　

内
線
２
１
５
４
）

　

夏
は
温
度
・
湿
度
共
に
高
く
、
例
年
食
中
毒
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
食
品
の
取
扱
い
に
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
食
中
毒
予
防
の
三
原
則
は
次
の
３
点
で
す
。

①
細
菌
を
つ
け
な
い

・
調
理
前
に
は
、
手
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う

・
調
理
器
具
は
、
生
も
の
と
使
い
分
け
を
し
て
、
生
肉
な
ど
が
触
れ
た

ま
な
板
、
包
丁
、
食
器
は
熱
湯
か
消
毒
薬
で
十
分
に
消
毒
し
ま
し
ょ

う
・
食
品
は
、
ラ
ッ
プ
に
包
ん
だ
り
、
ふ
た
付
の
容
器
に
入
れ
て
保
存
し

ま
し
ょ
う

・
使
用
水
は
、
消
毒
さ
れ
た
水
（
水
道
水
）
を
使
い
、
自
家
水
（
井

戸
水
）
や
受
水
槽
の
衛
生
管
理
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う

②
細
菌
を
増
や
さ
な
い

・
調
理
し
た
食
品
は
、
早
め
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。
す
ぐ
に
食
べ
ら
れ
な

い
場
合
に
は
、
冷
蔵
庫
に
入
れ
低
温
で
保
存
し
、
食
中
毒
菌
の
増
殖

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

③
細
菌
を
殺
す

・
調
理
す
る
と
き
は
、
食
品
の
中
心
ま
で
十
分
に
火
が
通
る
よ
う
に
加

熱
し
ま
し
ょ
う

安
中
市
役
所
・
碓
氷
安
中
医
師
会



お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙　

勲

群
馬
県
総
合
表
彰

瑞
宝
双
光
章（
高
齢
者
叙
勲
）

猿
谷
日
出
丸
さ
ん

　
　
　
　
　
（
安
中
三
丁
目
）

旭
日
双
光
章（
交
通
安
全
功
労
）

堂
口　

輝
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
（
東
上
秋
間
）

瑞
宝
単
光
章（
警
察
功
労
）

田
村　
　

求
さ
ん

　
　
　
　
　
（
岩
井
）

旭
日
双
光
章

　
（
食
料
品
加
工
業
振
興
功
労
）

湯
浅　

太
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
（
安
中
二
丁
目
）

瑞
宝
双
光
章

　
（
消
防
・
地
方
自
治
功
労
）

伊
与
久　

進
さ
ん

　
　
　
　
　
（
西
上
秋
間
）

地
方
自
治
功
労

廣
瀬　
　

晃
さ
ん

　
　
　
　
　
（
松
井
田
町
松
井
田
）

税
務
功
労

竹
内　

佳
重
さ
ん

　
　
　
　
　
（
磯
部
三
丁
目
）

地
方
自
治
功
労

伊
藤　
　

清
さ
ん

　
　
　
　
　
（
原
市
）

消
防
防
災
功
労

町
田　

純
一
さ
ん

　
　
　
　
　
（
中
後
閑
）

文
化
功
労

小
此
木
草
卿
さ
ん

　
　
　
　
　
（
松
井
田
町
人
見
）

文
化
功
労

大
井　

雪
恵
さ
ん

　
　
　
　
　
（
磯
部
一
丁
目
）

福
祉
功
労

小
出　

海
順
さ
ん

　
　
　
　
　
（
岩
井
）

教
育
功
労

永
井　

秀
明
さ
ん

　
　
　
　
　
（
松
井
田
町
松
井
田
）

農
水
産
業
功
労

須
藤　

英
利
さ
ん

　
　
　
　
　
（
松
井
田
町
人
見
）

７ 市  役  所　  ３８２－１１１１
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
に
は
、
所
得
が
少
な
く
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
に
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
保
険
料
が
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
30
歳
未
満
の
人
に
は
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

免
除
や
若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請
を
す
る
と
、
本
人
・

配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主
（
若
年
者
納
付
猶
予
で
は
世
帯
主

は
除
か
れ
ま
す
）
の
前
年
の
所
得
を
基
準
に
審
査
が
行
わ
れ
、

承
認
さ
れ
る
と
所
得
に
応
じ
て
保
険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部

が
免
除
（
若
年
者
納
付
猶
予
で
は
全
額
の
納
付
が
猶
予
）

さ
れ
ま
す
。

　

一
部
免
除
に
は
、
４
分
の
３
免
除
（
４
分
の
１
納
付
）、

半
額
免
除（
半
額
納
付
）、４
分
の
１
免
除（
４
分
の
３
納
付
）

が
あ
り
、
所
得
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
免
除
の
申
請
が
で

き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
４
分
の
３
免
除
、
半
額
免
除
ま
た
は
４
分
の
１

免
除
が
承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
残
り
の
保
険
料
を
納
め
な

い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
の
申
請
は
原

則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
全
額
免
除
お
よ
び
若

年
者
納
付
猶
予
に
つ
い
て
は
、
翌
年
度
以
降
分
も
あ
ら
か
じ

め
申
請
（
継
続
申
請
）
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
失
業
な
ど

に
よ
る
理
由
を
除
く
）。

　

今
ま
で
全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
の
承
認
を

受
け
て
お
り
継
続
申
請
を
し
て
い
な
い
人
、
一
部
免
除
の
承

認
を
受
け
て
い
た
人
は
、
６
月
で
承
認
期
間
が
切
れ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
免
除
な
ど
を
希
望
す
る
場
合
に
は
申
請
が
必

要
で
す
。
忘
れ
ず
に
市
役
所
本
庁
・
支
所
の
国
民
年
金
担
当

係
へ
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
免
除
の
申
請
は
、

原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す

　

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
65
歳
に
な
る
と
受
給
権
が

消
滅
し
、
65
歳
か
ら
は
新
た
に
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚

生
年
金
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
に
必
要
な
書
類
（「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
」・
ハ
ガ
キ
様
式
）
は
、
65
歳
に
な

る
誕
生
月
の
初
め
頃
（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
前
月
の
初
め
頃
）

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
書
類
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
誕
生
月
の
末
日
（
１
日
生
ま
れ
の
方

は
前
月
の
末
日
）
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

手
続
き
が
完
了
す
る
と
「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険

裁
定
通
知
書
・
支
給
額
変
更
通
知
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
が
、

年
金
証
書
は
あ
ら
た
め
て
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
年
金
証
書
を
引
き
続
き
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付
裁

定
請
求
書
に
同
封
さ
れ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は

65
歳
で
届
け
出
が
必
要
で
す

　

将
来
、
よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た
め
に
、
第
１
号

被
保
険
者
（
自
営
業
者
な
ど
）
や
65
歳
に
な
る
ま
で
の
任
意

加
入
被
保
険
者
は
、
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に
加
え
て
月

額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

付
加
保
険
料
を
納
め
る
場
合
に
は
、
定
額
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
将
来
、
老
齢
基
礎
年
金
に

加
え
て
付
加
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
付
加
年
金
の
計
算
式

は
次
の
と
お
り
で
す
。

年
金
額
＝
２
０
０
円×

付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
や
多
段
階
免

除
な
ど
の
免
除
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人
は
、
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

付
加
年
金
の
加
入
を
希
望
す
る
人
は
市
役
所
本
庁
・
支
所

の
国
民
年
金
担
当
係
へ
お
申
出
く
だ
さ
い
。

付
加
保
険
料
の
ご
案
内

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
▼

高
崎
年
金
事
務
所
（
☎
３
２
２

－

７
７
３
１
）
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松
井
田
文
化
会
館

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

問合せ ▼安中市文化センター
　　　　３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP20をご確認ください

問合せ ▼松井田文化会館
　　　　３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP20をご確認ください

G U I D E

A
N
N
A
K
A

G U I D E

M
A
T
S
U
I
D
A

７月の催し物ガイド

ホール
青空歌謡愛好会チャリティー歌謡発表会
4日（日）10:00 ～18:00　入場：無料
問合せ：青空歌謡愛好会（☎385－9331）
安中市童謡・唱歌交流会発表会
17日（土）13:30 ～16:30　入場：無料
問合せ：安中市童謡・唱歌交流会（☎382－4967）
安中総合学園和太鼓部演奏会
25日（日）13:00 ～15:00　入場：無料
問合せ：安中総合学園高等学校（☎381－0227）

学習室など
初心者パソコン講座
6/28 ～11（日）9:00 ～16:00
会場：パソコン室　入場：申込者
図書読み聞かせ
24日（土）14:00 ～15:00
入場：無料　会場：和室
おもしろ科学教室「食塩水で虹を作ろう」
31日（土）9:30 ～12:00
入場：申込者　会場：大会議室
問合せ：文化センター（☎381－0586）

７月の催し物ガイド
大ホール
第 32回少年の主張 安中市大会
3日（土）13:30 ～（開場13:00）
主催：生涯学習課　入場：無料
Very  Happy  コンサート
17日（土）14:10 ～（開場13:30）
主催：ハッピーコーラス・峠
　　　こーろ・Putit・ Berry
入場：無料（整理券あり）
夏休み映画会「名探偵コナン 天空の難破船」
25日（日）11:00 ～・14:00 ～（開場は各30 分前）
主催：松井田文化会館　入場：全席自由

ギャラリー
「よい歯のコンクール」標語・ポスター展示
2日（金）13:00 ～ 6日（火）12:00
※5日（月）は休館日
主催：学校教育課　入場：無料

●今月のピックアップ

日
時
▼
７
月
24
日
（
土
）

　
　
　

午
後
６
時
〜

　
　
　
（
開
場
：
午
後
５
時
30
分
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
全
席
指
定

　
　
　
　
　

前
売
４
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　

当
日
５
，
０
０
０
円

※

文
化
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
好
評
販

売
中

※

電
話
受
付
も
行
っ
て
い
ま
す

※

１
人
４
枚
ま
で
、
未
就
学
児
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

　

皆
さ
ん
の
声
に
お
答
え
し
て
、

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
「
千
の
風

に
な
っ
て
」
が
再
度
安
中
市
に
響

き
渡
り
ま
す
。

　

秋
川
雅
史
の
深
み
の
あ
る
声
と
軽

妙
な
ト
ー
ク
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

秋川雅史コンサートツアー　～第四楽章～

●今月のピックアップ

日
時
▼
９
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
〜

　
　
　
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

入
場
料
▼
全
席
指
定

※

お
１
人
様
４
枚
ま
で

※

７
月
24
日
（
土
）
午
前
９
時

か
ら
文
化
会
館
窓
口
で
前
売

開
始

※

前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
は
、

当
日
券
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

　

お
な
じ
み
の
「
笑
点
」
大
喜

利
メ
ン
バ
ー
三
遊
亭
小
遊
三
さ

ん
と
瀧
川
鯉
昇
さ
ん
ほ
か
若
手

落
語
家
を
迎
え
て
の
寄
席
で

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

うすい街道寄席

前
売

当
日

大
人

２
，５
０
０
円

３
，０
０
０
円

高
校
生
以
下

２
，０
０
０
円

２
，５
０
０
円

大 人
高 校 生 以 下

前　売
800 円
600 円

当　日
900 円
700 円
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自然体験ひろば　参加者募集

夏休み　キャンプをしよう！　カヌーに乗ろう！

生涯学習だより生涯学習だより
安中市教育委員会安中市教育委員会

生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.50

平
成
21
年
度
人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

問
合
せ
▼

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係（

３
８
２

－

１
１
１
１
）

幸
せ
の
た
め
に
思
い
や
り
を

安
中
市
立
第
一
中
学
校
一
年　

木
戸　

仁
美

（
前
々
号
か
ら
の
続
き
）

　

一
つ
は
、主
人
公
が
、と
て
も
つ
ら
い
こ
と
で
も
一
つ
一

つ
乗
り
こ
え
て
い
た
こ
と
。も
う
一
つ
は
、こ
の
物
語
に
出

て
く
る
母
親
が
、
私
の
母
に
似
て
い
た
こ
と
だ
。ど
ん
な

に
子
供
に
ひ
ど
い
こ
と
を
言
わ
れ
て
も
め
げ
ず
に
世
話

を
し
て
い
る
。ま
た
、
子
供
の
こ
と
を
常
に
心
配
し
て
い

る
。全
く
同
じ
だ
。私
の
母
も
、
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
い
る

間
、
い
つ
も
腕
を
つ
か
ま
れ
て
い
な
が
ら
も
、
し
っ
か
り

最
後
ま
で
食
べ
さ
せ
て
い
る
。そ
れ
に
、
兄
が
寒
く
な
い

よ
う
に
、
場
所
を
移
し
て
あ
げ
て
い
る
。こ
の
ビ
デ
オ
を

見
て
、
ど
ん
な
に
つ
ら
く
大
変
で
も
、
母
親
は
子
供
の
こ

と
を
一
番
に
考
え
て
い
る
の
だ
な
、
と
思
っ
た
。ま
た
兄

も
、自
分
で
な
り
た
く
て
障
害
者
に
生
ま
れ
て
き
た
わ
け

で
は
な
い
。自
分
で
も
本
当
は
嫌
な
の
だ
ろ
う
。も
し
私

が
逆
の
立
場
だ
っ
た
ら
、
何
も
言
え
な
い
ほ
ど
悲
し
い
。

だ
か
ら
こ
れ
か
ら
は
、
兄
を
「
健
常
者
だ
っ
た
ら
な…

。」

と
考
え
る
の
で
は
な
く
、「
こ
の
事
実
は
き
っ
と
何
か
に

役
立
つ
は
ず
だ
。」と
考
え
る
よ
う
に
し
、
私
も
進
ん
で
世

話
を
す
る
よ
う
に
し
た
い
。そ
し
て
、
将
来
い
ろ
ん
な
人

の
役
に
立
て
る
よ
う
な
未
来
を
望
み
た
い
と
思
う
。

　

こ
の
物
語
を
見
て
私
は
、「
思
い
や
り
」と
い
う
も
の
を

改
め
て
知
っ
た
。母
の
愛
情
、家
族
の
協
力
、支
え
て
く
れ

る
施
設
の
人
々
の
思
い
や
り
に
よ
っ
て
私
の
兄
が
幸
せ

に
生
き
て
い
け
、
家
族
の
気
持
ち
も
一
つ
に
な
っ
て
い
る

は
ず
だ
。つ
ら
い
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
、
と
気
付
く
こ

と
も
で
き
た
し
、
こ
の
思
い
や
り
の
深
さ
を
実
感
で
き

た
。だ
か
ら
私
は
、
特
別
な
環
境
に
生
ま
れ
て
き
た
こ
と

を
幸
福
と
思
い
、こ
れ
を
生
か
し
て
、思
い
や
り
を
も
つ
、

た
よ
り
に
さ
れ
る
存
在
の
人
間
に
な
っ
て
い
き
た
い
。

（
終
わ
り
）

日　　程 ▼８月 18 日 ( 水 ) ～ 19 日 ( 木 )
場　　所 ▼おにし青少年野外活動センター
　　　　　（藤岡市保美濃山）
募集対象 ▼小学３～６年生 （30 名）
　　　　　（定員を超えた場合は抽選）
集合・解散場所 ▼市役所本庁または松井田文化会館（予定）
参 加 費 ▼１人　５，０００円
主な内容 ▼カヌー・川遊び・野外炊飯・テント泊など

申込み ▼はがきに（申込み者１名につき１枚）
「①住所　②氏名　③性別　④電話番号　⑤
生年月日　⑥小学校名・学年　⑦保護者名」
を記入し、7 月 14 日（水）までに下記へ郵
送してください。（当日消印有効）
〒379－0292 安中市松井田町新堀 245 　
市教育委員会
　生涯学習課 「自然体験ひろば」係

※申込者には、抽選の有無にかかわらず通知を差しあ
げます
※参加決定者には「参加申込 ( 兼承諾 ) 書」を提出し
ていただきます

問合せ ▼生涯学習課社会教育係（☎３８２－１１１１）

市教育委員会では、「自然体験ひろば」を開催します。
夏休みに普段できないことに挑戦してみませんか？

ほかの学校の
人とも友達に
なれるよ！

カヌーに挑戦！
川遊びも
楽しいよ！
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黒
曜
石
の
石
器
を
作
り
、
縄
文
料
理
（
猪

な
べ
・
木
の
実
の
ク
ッ
キ
ー
な
ど
）
を
食
べ

て
縄
文
人
の
生
活
を
体
験
学
習
し
ま
す
。

日　

時
▼
７
月
24
日（
土
）・
31（
土
）

　
　
　
　

各
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場　

所
▼
学
習
の
森（
ふ
る
さ
と
学
習
館
）

対　

象
▼
市
民
の
皆
さ
ん

※

小
学
３
年
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保
護

者
同
伴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

※

育
成
会
単
位
で
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す

定　

員
▼
各
日
と
も
50
人（
先
着
順
）

講　

師
▼
大
工
原　

豊（
当
館
学
芸
員
）

受
講
料
▼
５
０
０
円（
材
料
費
・
保
険
料
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼

７
月
５
日
（
月
）
か
ら
ふ
る
さ
と
学
習
館
ま

で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

石
器
作
り
体
験
講
座

乗
合
バ
ス
の
盛
衰
②

学
習
の
森　

文
化
財
係

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

が
運
行
さ
れ
ま
し
た（
前
記
業
者
に
運
行
委
託
）。

　

従
来
か
ら
の
乗
合
バ
ス
は
、
そ
の
後
も
縮
小
が
続
き
、

６
年
４
月
１
日
に
は
、上
信
バ
ス
富
岡―

松
井
田
線
と
富

岡―
安
中
線
（
間
仁
田
経
由
・
板
鼻
経
由
の
二
路
線
）
が

廃
止
さ
れ
、安
中
碓
氷
地
方
に
乗
り
入
れ
る
上
信
バ
ス
は

全
面
撤
退
し
、当
時
の
松
井
田
町
は
バ
ス
な
し
の
自
治
体

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。ま
た
、
８
年
４
月
１
日
に
安

中―

碓
氷
病
院
間
が
廃
止
、安
中
市
内
に
唯
一
残
っ
た
高

崎―

安
中
線
も
、平
日
８
回
・
休
日
６
回
の
み
の
運
行
に

縮
小
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
富
岡
・
下
仁
田
は
代
替
バ
ス
が
増
強
さ
れ
、

太
田
・
桐
生
・
伊
勢
崎
・
高
崎
な
ど
、県
内
主
要
都
市
で
は
、

自
治
体
主
導
の
巡
回
バ
ス
が
運
行
さ
れ
始
め
て
い
ま
し

た
。安
中
市
で
も
公
共
交
通
の
確
保
と
市
民
の
要
望
に
答

え
る
巡
回
バ
ス
の
検
討
を
す
る
中
で
、
平
成
11
年
２
月
20

日
か
ら
、
市
役
所
起
点
で
東
西
２
つ
の
循
環
路
線
で
、
乗

合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
ま
し
た（
安
中
タ
ク
シ
ー
に
運
行

委
託
）。さ
ら
に
14
年
12
月
２
日
か
ら
は
、
安
中―

松
井
田

間
に
も
、群
馬
バ
ス
高
崎―

安
中
線
を
延
長
す
る
運
用
で

（
群
馬
バ
ス
へ
の
委
託
）、路
線
バ
ス
が
再
度
運
行
さ
れ
て

い
ま
す（
安
中
市
史
よ
り
）。

　

昭
和
40
年
代
後
半
に
な
る
と
、モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
進
展
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で
発
展
し
て
き
た
乗
合
バ
ス

は
、一
転
し
て
縮
小
に
転
じ
ま
し
た
。

　

バ
ス
の
相
次
ぐ
運
賃
値
上
げ
で
鉄
道
運
賃
と
の
格
差

が
広
が
っ
た
こ
と
や
道
路
渋
滞
で
遅
れ
が
慢
性
化
し
た

こ
と
も
、バ
ス
離
れ
に
拍
車
を
か
け
ま
し
た
。こ
う
し
て
、

平
成
に
な
る
頃
に
は
、
乗
合
バ
ス
は
、
か
つ
て
の
中
枢
路

線
を
残
す
だ
け
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

群
馬
バ
ス
は
、バ
ス
事
業
の
縮
小
に
伴
っ
て
安
中
営
業

所
を
平
成
４
年
10
月
１
日
に
廃
止
、室
田
営
業
所
に
統
合

し
ま
し
た
。さ
ら
に
、翌
５
年
に
は
、か
つ
て
都
市
間
輸
送

の
動
脈
だ
っ
た
高
崎
方
面
以
外
で
残
っ
た
バ
ス
路
線
も
、

４
月
１
日
に
前
橋
と
磯
部（
鷺
宮
経
由
）方
面
を
、10
月
１

日
秋
間
方
面
（
恵
宝
沢
・
秋
間
中
関
）
と
後
閑
方
面
（
柿

平
）、松
井
田
方
面（
碓
氷
病
院
以
西
）を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
安
中
市
で
は
、翌
６

年
９
月
１
日
か
ら
、碓
氷
病
院―

（
安
中
駅
）―

秋
間
中
関

線
と
安
中
駅―

柿
平
線
に
、代
替
バ
ス
を
運
行
さ
せ
ま
し

た
。（
ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
ア
ー
ク
に
運
行
委
託
）。ま
た
、長
野

新
幹
線
お
よ
び
安
中
榛
名
駅
の
開
業
に
あ
わ
せ
た
平
成

９
年
10
月
１
日
か
ら
、安
中
榛
名―

磯
部
線
の
路
線
バ
ス

？問合せ ▼

安中市学習の森
３８２－７６２２
　３８２－７６２３
〒３７９－０１２３
安中市上間仁田９５１番地
furusato@des.city.annaka.gunma.jp 
http://www.city.annaka.gunma.jp/gakushuunomori/

ＦＡＸ

平成 21年度「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）

山崎　隆史（松井田南中３年）

Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．



１２
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
７
月
号

１３
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

AN
NA
KA

AN
NA
KA

い
ろろ
い
ろろ

ろ
ろ

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

男
子

１
位

２
位

３
位

氏
名

飯
塚
　
淳
司

（
東
京
都
）

タ
イ
ム

2
:0
0
:0
0

2
:0
8
:4
6

2
:1
1
:2
5

新
木
　
剛
史

（
前
橋
市
）

吉
田
　
亮
太

（
玉
村
町
）

特 別 賞

氏
名

悴
田
　
洋
平

（
高
崎
市
）

仮
装
名

武
将

真
田
幸
村

真
田
幸
村

武
将

お
さ
な
さ
ん

べ
ん
け
い

武
将

仮 装 大 賞

吉
田
　
憲
彦

（
富
岡
市
）

戸
澤
　
義
夫

（
太
田
市
）

中
田
　
喜
之

（
安
中
市
）

堀
口
　
真
紀

（
長
野
県
）

栗
城
　
昌
敏

（
東
京
都
）

日
部
　
君
雄

（
安
中
市
）

女
子

１
位

２
位

３
位

氏
名

狩
野
　
幸
子

（
渋
川
市
）

タ
イ
ム

2
:4
0
:3
7

2
:4
4
:3
2

2
:5
0
:0
5

富
澤
　
博
美

（
茨
城
県
）

丸
山
　
直
美

（
高
崎
市
）

着
順
・
仮
装
審
査
結
果
一
覧（
敬
称
略
）

順
位

仮
装
審
査

男
子

１
位

２
位

３
位

氏
名

根
岸
　
雅
樹

（
榛
東
村
）

タ
イ
ム

1
:1
4
:2
1

1
:1
5
:1
2

1
:1
6
:0
2

相
蘇
　
紀
玄

（
高
崎
市
）

横
沢
　
智
行

（
前
橋
市
）

特 別 賞

氏
名

玉
野
　
秀
憲

（
埼
玉
県
）

仮
装
名

安
中
藩
士

通
行
手
形

峠
の
か
ま
め
し
ど
ん

伊
達
政
宗

ぜ
ん
ま
い
さ
む
ら
い

パ
ワ
ー
三
兄
弟

平
安
の
姫
君

仮 装 大 賞

瀧
澤
　
　
智

（
安
中
市
）

柴
田
　
晃
平

（
神
奈
川
県
）

千
田
　
　
健

（
神
奈
川
県
）

宮
下
美
代
子

（
埼
玉
県
）

貫
井
　
伸
也

（
安
中
市
）

大
木
　
久
子

（
安
中
市
）

女
子

１
位

２
位

３
位

氏
名

佐
俣
久
美
子

（
富
岡
市
）

タ
イ
ム

1
:2
4
:0
7

1
:3
3
:1
0

1
:4
5
:5
2

佐
藤
　
美
紀

（
安
中
市
）

大
塚
理
恵
子

（
高
崎
市
）

順
位

峠
コ

ー
ス

関
所
・
坂
本
宿
コ
ー
ス

仮
装
審
査

第 36 回

安 政 遠 足 侍 マ ラ ソ ン

　 ５ 月 ９ 日 （ 日 ） に 第 36 回 安 政 遠 足 「 侍 マ ラ ソ ン 」 が 行 わ れ ま し た 。 今

年 は 過 去 最 多 の ２ ， １ ４ ２ 人 の 申 し 込 み が 日 本 全 国 か ら あ り 、 選 手 た ち

は 五 月 晴 れ の も と 、 一 路 ゴ ー ル を 目 指 し ま し た 。

　 ま た 、 仮 装 審 査 も 行 わ れ 、 各 コ ー ス ご と に 受 賞 者 が 決 定 し ま し た 。 主

な 結 果 は 下 記 の と お り で す 。 （ 敬 称 略 ）

子
ど
も
ミ
ニ
遠
足
・
遠
足
前
夜
祭

仮
装
率
は
７
割
を
超
え
ま
し
た
!!

　
今
回
も
選
手
の
様
々
な
仮
装
が
登
場
、

沿
道
の
皆
さ
ん
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
５
月
8
日
（
土
）、
「
安
政
遠
足
」
前
夜
祭
が
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
と
中
央
体
育
館
を
会
場
に
、「
子
ど
も
ミ
ニ
遠
足
」
と
遠
足
参
加
者

の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
子
ど
も
ミ
ニ
遠
足
」
で
は
大
人
に
負
け
な
い
仮
装
を
身
に
ま
と
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
暑
さ
に
負
け
ず
力
走
し
、
沿
道
か
ら
は
温
か
い
声
援
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
多
く
の
選
手
が
参
加
し
、
選
手
や
招
待

者
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

着
順
一
覧（
敬
称
略
）

小
学
校
低
学
年

小
学
校
高
学
年

中
学

校

男 子 女 子

１ 位
上
原
　
龍
生

（
原
市
小
）

２ 位
儘
田
　
雄
士

（
原
市
小
）

３ 位
中
嶋
　
　
脩

（
後
閑
小
）

１ 位
須
藤
　
幸
穂

（
原
市
小
）

２ 位
土
田
　
怜
奈

（
碓
東
小
）

３ 位
今
井
　
玲
那

（
碓
東
小
）

男 子 女 子

１ 位
山
口
早
輝
人

（
原
市
小
）

２ 位
荒
巻
　
　
悠

（
原
市
小
）

３ 位
谷
口
　
　
嶺

（
松
井
田
小
）

１ 位
上
原
　
鈴
香

（
細
野
小
）

２ 位
上
原
　
風
香

（
細
野
小
）

３ 位
今
井
　
美
里

（
碓
東
小
）

男 子 女 子

１ 位
上
原
　
陸
良

（
松
井
田
南
中
）

１ 位
梅
村
つ
ぼ
み

（
安
中
二
中
）

仮
装
審
査
結
果（
敬
称
略
）

賞

仮
装
大
賞

市
長
賞

安
中
市
商

工
会
長
賞

氏
　
名

新
井
　
希
望

（
東
横
野
小
）

儘
田
　
康
平

（
西
横
野
小
）

今
井
　
美
里

（
碓
東
小
）

仮
装
名

安
中
藩
主

板
倉
勝
明

う
ら
し
ま
た
ろ
う

秋
間
の
梅
の

妖
精



１４広報あんなか　２０１０年７月号１５ 市  役  所　  ３８２－１１１１

　５月１５日（土）に第１２回歩く健康づくり大会「坂

本宿・アプトの道（旧丸山変電所方面）散策コース」

が「足でかせぐ健康づくり」をスローガンに開催さ

れ、参加者・スタッフあわせて約１２０人が陽春の碓

氷路で汗を流しました。

歩く健康づくり大会

　５月２９日（土）に安中総合学園高校で第２回ばら

展が開催されました。同校内のバラ園には約１６０種

６００本のバラが咲き、訪れた皆さんの目を楽しま

せたほか、草花苗や焼きまんじゅうなどの販売、吹

奏楽・和太鼓の演奏も行われ、多くの人で賑わいま

した。

バラ園の一般開放

　５月１４日（金）、岡田市長が安中市民生委員児童

委員協議会から一日民生委員・児童委員の委嘱を

受け、市内の長寿会など４カ所を訪問しました。

　訪問先では、皆さんに近況を尋ねるなど、地域の

実情の把握に努めました。

市長の１日民生・児童委員

　６月１日からの水道週間にちなんで、６月６日（日）

に久保井戸浄水場が一般開放され、小型緊急浄水

器の稼働実演のほか、金魚すくいなどのイベントや

職員の案内による施設見学も行われました。

浄水道一般開放

　平成２２年度の「安中観光キャンペーンレディー」に

下記の皆さんが決定し、５月１６日（日）に市役所で

委嘱式が行われました。「安中観光キャンペーンレ

ディー」の皆さんは６月２６日（土）の磯部簗オープン

セレモニーから本格的な活動を開始、市内外の観光

宣伝イベントなどに参加して市のＰＲに活躍していた

だきます。

「安中観光キャンペーンレディー」（敬称略）：左から

木村和希（安中市）・小林亜実（高崎市）・冨田郁美

（安中市）・福田早央里（沼田市）・山口美則（高崎市）

安中観光キャンペーンレディーが決定

　５月３０日（日）に環境美化運動の一環として、

（社）群馬県環境保全協会安中支部と（社）群馬県環

境資源保全協会安中支部の協力のもと、不法投棄

されたゴミの回収が行われ、約１．６トンの古タイヤ

やテレビなどが回収されました。

　不法投棄は犯罪です。ごみはルールに従って適切

に処理してください。

春の環境美化運動

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
21
年
度
後
期
技
能
検
定
合
格
者
発
表

　

技
能
検
定
は
働
く
人
た
ち
の
技
能
の
程
度
を
一
定
の
基
準
で
検
定
し
、
特
級
・
１
級
・
単
一
等
級
・
２
級
・

３
級
に
格
付
け
し
て
公
証
す
る
国
家
検
定
制
度
で
す
。

　

今
回
の
検
定
で
見
事
合
格
し
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

問
合
せ
▼
商
工
観
光
課
商
工
労
働
係
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

職種名

配 管

油圧装置調整

工 場 板 金

機 械 検 査

機 械 検 査

機 械 検 査

機 械 検 査

機 械 検 査

配 管

機 械 保 全

機 械 保 全

機 械 保 全

機 械 保 全

機 械 保 全

機 械 保 全

機 械 保 全

機 械 保 全

機 械 保 全

機 械 保 全

コンクリート圧送施工

機 械 検 査

機 械 検 査

機 械 検 査

機 械 検 査

機 械 検 査

機 械 検 査

機 械 検 査

機 械 検 査

機 械 検 査

作　業　名

建 築 配 管 作 業

油圧装置調整 作 業

機 械 板 金 作 業

機 械 検 査 作 業

機 械 検 査 作 業

機 械 検 査 作 業

機 械 検 査 作 業

機 械 検 査 作 業

建 築 配 管 作 業

機 械 系 保 全 作 業

機 械 系 保 全 作 業

機 械 系 保 全 作 業

機 械 系 保 全 作 業

機 械 系 保 全 作 業

機 械 系 保 全 作 業

機 械 系 保 全 作 業

機 械 系 保 全 作 業

機 械 系 保 全 作 業

設 備 診 断 作 業

コンクリート圧送工事作業

機 械 検 査 作 業

機 械 検 査 作 業

機 械 検 査 作 業

機 械 検 査 作 業

機 械 検 査 作 業

機 械 検 査 作 業

機 械 検 査 作 業

機 械 検 査 作 業

機 械 検 査 作 業

級別

１級

１級

１級

２級

２級

２級

２級

２級

２級

２級

２級

２級

２級

２級

２級

２級

２級

２級

２級

２級

３級

３級

３級

３級

３級

３級

３級

３級

３級

氏　名

戸塚　光男

住吉　公紀

高橋　淳一

服部　佳太

河野　貴寛

平田　慎悟

石井　慶典

近藤　直樹

須藤　暢也

植松　晴彦

今井　　徹

原田　清隆

菅野　義明

遠間　光一

河原田　等

横山　大輔

横田　広幸

茂木　利文

渡部　克己

中村　悟史

大塚　雄太

堀口　信広

木村　明誉

今井　慎也

中島　俊樹

新井　博行

谷山　智哉

荻原　主康

横田　太郎

住　所

安 中

松井田町下増田

上 間 仁 田

磯 部

松井田町坂本

松井田町二軒在家

東 上 秋 間

板 鼻

中 野 谷

安 中

下 後 閑

下 後 閑

岩 井

原 市

古 屋

松井田町高梨子

板 鼻

野 殿

安 中

板 鼻

安 中

原 市

古 屋

鷺 宮

松井田町五料

松井田町土塩

松井田町二軒在家

中 秋 間

東 上 秋 間

所　　　属

㈲ 空 衛 ア シ ス ト

㈱ＩＨＩエア ロスペ ース

沖電気工業㈱富岡工場

㈱ＩＨＩエア ロスペ ース

㈱ＩＨＩエア ロスペ ース

㈱ＩＨＩエア ロスペ ース

㈱ＩＨＩエア ロスペ ース

㈱ＩＨＩエア ロスペ ース

㈱ ヤ マ ト

東邦亜鉛㈱安中精錬所

東邦亜鉛㈱安中精錬所

三洋エナジートワイセル㈱

八 木 工 業 ㈱

東邦亜鉛㈱安中精錬所

東邦亜鉛㈱安中精錬所

三洋エナジートワイセル㈱

東邦亜鉛㈱安中精錬所

東邦亜鉛㈱安中精錬所

信越エンジニアリング㈱

㈱ 木 暮 産 業

高 崎 産 業 技 術 専 門 校

高 崎 工 業 高 等 学 校

高 崎 産 業 技 術 専 門 校

高 崎 工 業 高 等 学 校

藤 岡 工 業 高 等 学 校

高 崎 工 業 高 等 学 校

高 崎 工 業 高 等 学 校

高 崎 工 業 高 等 学 校

高 崎 産 業 技 術 専 門 校
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　 市 で は 、 平 成 22 年 １ 月 ２ 日 か ら 平 成 23 年 １ 月 １ 日 ま で に 新 築 ・ 増

築 し た 家 屋 を 対 象 に 、 来 年 １ 月 下 旬 ま で 家 屋 調 査 を 実 施 い た し ま す 。

工 事 が 完 了 し た 家 屋 の 調 査 日 に つ い て 都 合 の よ い 日 時 を ご 連 絡 い た

だ け れ ば 、 日 程 を 調 整 さ せ て い た だ き ま す の で お 申 し 出 く だ さ い 。

※ 家 屋 を 取 り 壊 し た 場 合 は 「 除 却 届 」 が 必 要 に

な り ま す の で 、 印 鑑 を 持 参 の う え 、 手 続 き を

し て く だ さ い （ 除 却 届 は 支 所 で も 申 請 で き ま

す ）

問 合 せ ▼ 本 庁 税 務 課 固 定 資 産 税 係

　 　 　 　 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

　 地 籍 調 査 は 、 国 土 調 査 法 に 基

づ き 、 主 に 市 町 村 が 実 施 主 体 と

な り 、 皆 さ ん の 大 切 な 財 産 で あ

る 土 地 登 記 の 単 位 と な る 一 筆 ご

と の 土 地 に つ い て 調 査 、 測 量 す

る も の で す 。

　 ま た 、 そ の 成 果 は 登 記 所 （ 法

務 局 ） に 送 付 さ れ 、 登 記 簿 と 地

図 （ 公 図 ） と し て 備 え 付 け ら れ

る こ と に よ り 、 不 動 産 登 記 の 精

度 が 高 ま り 、 そ の 後 の 土 地 取 引

の 円 滑 化 や 行 政 の 効 率 化 に 役 立

つ こ と が 期 待 さ れ ま す 。 地 籍 調

査 を 実 施 す る 区 域 は 、 毎 年 度 に

地 籍 調 査 実 施 区 域 の

お し ら せ 新 築 ・ 増 築 家 屋 の 調 査 に つ い て

小 字 単 位 を 目 安 に 実 施 地 区 を 決

め て 進 め て い ま す 。

○ 平 成 22 年 度 の 実 施 区 域

安 中 市 松 井 田 町 横 川 字 兎 沢 ・ 上

ノ 平 ・ 二 階 地 区 （ 左 図 参 照 ）

※ 来 年 度 は 隣 接 す る 松 井 田 町 横

川 字 三 月 八 日 ・ 川 原 ・ 中 道 下 ・

中 道 上 地 区 を 予 定 し て い ま す

　 実 施 区 域 と そ の 隣 接 の 土 地 所 有

者 の 皆 さ ん に は 、 後 に 説 明 会 開 催

の 通 知 を い た し ま す の で 、 事 業 の 推

進 に ご 協 力 く だ さ い 。

　 ま た 、 事 前 準 備 な ど の た め 、 実

施 区 域 お よ び そ の 周 辺 に は 測 量

業 者 な ど 関 係 者 が 立 ち 入 る こ と

が あ り ま す の で 、 ご 了 承 く だ さ い 。

問 合 せ ▼ 支 所 産 業 建 設 課 国 土 調

査 係 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

市
民

IN
FO
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AT
IO
N

市
民

IN
FO
RM
AT
IO
N

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
：

ht
tp
://
w
w
w
.c
it
y.
an
na
ka
.g
un
m
a.
jp

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：

ko
uh
ou
2@
de
s.
ci
ty
.a
nn
ak
a.
gu
nm
a.
jp

〒
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38
2－
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Ｘ
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市
役
所

平
成
22
年
度
地
籍
調
査
実
施
区
域
図

（
○
で
囲
ま
れ
た
地
域
）

西
毛
総
合
運
動
公
園
プー
ル
が
オ
ープ
ン

　
今
年
も
西
毛
総
合
運
動
公
園
プ
ー
ル
が
下
記
の
と
お
り
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
の
で
、
使
用
ル
ー
ル
を
守
り
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

▼同
公
園
管
理
事
務
所
（
☎
３
８
１
－
２
７
５
９
）

時
間

料
金

期
間
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

７
月
17
日
（
土
）
～
８
月
22
日
（
日
）

１
人
１
回
31
0
円

１
人
１
回
15
0
円

１
人
１
回
10
0
円

午
前
3,
15
0
円

午
後
4,
72
0
円

午
前
6,
30
0
円

午
後
9,
45
0
円

一
般
・
高
校
生

小
・
中
学
生

25
ｍ
プ
ー
ル

50
ｍ
プ
ー
ル

幼
児

個
人
使
用

専
用
使
用

※
ロ
ッ
カ
ー
の
利
用
は
１
台
１
回
に
つ
き
50
円

※
７
月
30
日
、
８
月
１
日
の
午
前
中
、
８
月
２
・
３
日
は
終
日
、
大

会
な
ど
の
た
め
使
用
で
き
ま
せ
ん
（
３
日
は
予
備
日
の
た
め
、
２

日
に
大
会
が
行
わ
れ
れ
ば
使
用
で
き
ま
す
）

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
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市
民

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

守
っ
て
防
い
で

  群 馬 県 警 察 で は 高 齢 者 の 交 通

死 亡 事 故 を 防 止 す る た め 「 止 ま

る ・ 見 る ・ 確 認 運 動 」 と 「 ピ カ

ピ カ 作 戦 」 を 推 進 中 で す 。

止 ま る ・ 見 る ・ 確 認 運 動

　 歩 い て 道 路 を 横 断 す る と き や

自 転 車 利 用 中 に 一 時 停 止 場 所 や

見 通 し の 悪 い 交 差 点 を 通 過 す る

と き は 「 し っ か り 止 ま る 」 ・ 「 し っ

か り 周 囲 を 見 る 」 ・ 「 し っ か り 安

全 を 確 認 す る 」 こ と を 徹 底 し ま

し ょ う 。 ま た 、「 右 よ し 、 左 よ し 」

と 心 で 唱 え た り 、 指 差 し 確 認 を

行 っ た り す る な ど 意 識 し て 安 全

確 認 を し ま し ょ う 。

　 道 路 を 横 断 す る と き は 近 づ い

て く る 自 動 車 が 見 え た ら 横 断 し

な い な ど 、 無 理 な 横 断 や 斜 め 横

断 は 絶 対 に や め ま し ょ う

ピ カ ピ カ 作 戦

　 夕 暮 れ 時 か ら 夜 間 に か け て

は 、 明 る い 服 装 や 反 射 材 を 身 に

付 け ま し ょ う 。 暗 い 服 装 で 反 射

材 を 身 に 付 け て い な い と 相 手 か

ら は 見 え て い な い た め 、 事 故 に

遭 う 危 険 性 が 高 く な り ま す 。

問 合 せ ▼ 群 馬 県 警 察 本 部 交 通 企

画 課 （ ☎ ０ ２ ７

－

２ ４ ３

－

０

１ １ ０ 内 線 ５ ０ ４ ４ ）

高 齢 者 の 交 通 死 亡 事 故 を

防 止 し ま し ょ う

　 平 成 20 年 度 の 「 下 水 道 排 水 設

備 工 事 責 任 技 術 者 」 資 格 の 制 度

改 正 に よ り 、 資 格 の 有 効 期 限 が

５ 年 と 定 め ら れ 、 平 成 19 年 度 以

前 に 資 格 を 取 得 し た 責 任 技 術 者

は 、 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 と し て

の 講 習 の 受 講 が 必 要 と な り ま し

た 。 講 習 を 受 講 し な い と 資 格 が

失 効 と な り ま す の で 、 市 内 の 指

定 工 事 店 に お か れ ま し て は 、 自

社 の 責 任 技 術 者 の 資 格 更 新 の 状

況 な ど に ご 注 意 く だ さ い 。

対 象 者 ▼ 免 状 番 号 ２ ８ ５ １ 〜 ４

３ ５ ０ 番 お よ び 前 年 度 対 象 者 で

未 受 講 の 人

※ 対 象 者 に は 自 宅 へ 書 類 が 郵 送

さ れ ま す

申 込 期 間 ▼ ７ 月 １ 日 （ 木 ） 〜

30 日 （ 金 ）

受 講 日 ▼ ８ 月 27 日 （ 金 ） ま た は

９ 月 24 日 （ 金 ）

※ 免 状 番 号 が ２ ８ ５ １ 番 よ り 前

で 未 受 講 の 人 が い た 場 合 は 、

お 問 い 合 わ せ く だ さ い

問 合 せ ▼ 下 水 道 課 維 持 係

　 　 　 　 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

下 水 道 排 水 設 備 工 事 指 定 店

へ の お 願 い

債 務 整 理 無 料 相 談 会

お 詫 び と 訂 正

　 ぐ ん ま ク レ ジ ッ ト ・ サ ラ 金 問 題 対 策 協 議 会 で は 県 内

の 弁 護 士 ・ 司 法 書 士 に よ る 『 債 務 整 理 無 料 相 談 会 』 を

次 の 通 り 実 施 し ま す 。 「 借 金 の 返 済 が 苦 し く て 困 っ て

い る 」 、 「 取 立 て が ひ ど く て 悩 ん で い る 」 な ど 借 金 の 問

題 で 困 っ て い る 人 は こ の 機 会 に ご 相 談 く だ さ い 。 予 約

は 不 要 で す 。 会 場 に 直 接 お 越 し く だ さ い 。

※ 予 約 し て い た だ け れ ば 優 先 的 に 相 談 し ま す

日 時 ▼ ７ 月 17 日 （ 土 ） 午 後 １ 時 30 分 〜 ４ 時 30 分

場 所 ▼ 市 役 所 本 庁 ３ 階　 ３ ０ ５ 会 議 室

相 談 員 ▼ ぐ ん ま ク レ ジ ッ ト ・ サ ラ 金 問 題 対 策 協 議 会 所

属 の 弁 護 士 ま た は 司 法 書 士

後 援 ▼ 安 中 市

問 合 せ ・ 予 約 ▼ ぐ ん ま ク レ ジ ッ ト ・ サ ラ 金 問 題 対 策 協

議 会 安 中 支 部 （ 担 当　 五 十 嵐 ）

（ ☎ ３ ８ ７

－

０ ７ ８ １ ）

　 「 広 報 あ ん な か 」 ６ 月 号 Ｐ 10 の 西 横 野 ・ 九 十 九 ・ 細 野 地 区

の 避 難 所 に 誤 り が あ り ま し た の で 、 以 下 の よ う に 訂 正 し て お

詫 び し ま す 。

地 区 名

西 横 野

九 十 九

細 野
　 避 難 所 　

西 横 野 小 学 校

松 井 田 南 中 学 校

九 十 九 小 学 校

細 野 小 学 校

松 井 田 北 中 学 校

細 野 ふ る さ と セ ン タ ー

対　 象　 区　 域

上 人 見 区 ・ 法 正 寺 区 ・ 塚 原 区 ・ 大 王 寺 区 ・

高 野 谷 戸 区 ・ 二 軒 在 家 区 ・ 別 所 区

烏 留 北 区 ・ 烏 留 南 区 ・ 八 城 東 区 ・ 八 城

西 区 ・ 行 田 区

下 増 田 区 ・ 高 梨 子 区 ・ 国 衙 百 石 区 ・ 小

日 向 区

土 塩 西 区 ・ 土 塩 東 区

上 増 田 東 区 ・ 上 増 田 西 区

新 井 区

○
国
勢
調
査
は
５
年
に
一
度
の
調
査
で
、
日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
が
対
象
と
な
り
、
統
計

法
と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
回
答
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
調
査
時
期
は
10
月
1
日
（
金
）
を
基
準
と
し
、
９
月
下
旬
か
ら
10
月
下
旬
の
あ
い
だ
で
、

調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
行
わ
れ
ま
す
。

○
住
民
票
と
は
関
係
な
く
、
10
月
１
日
現
在
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所
で
、
調
査
票
に
記
入
・

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ

▼本
庁
企
画
課
行
政
管
理
係
（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）

20
10

20
10

20
10

国
勢
調
査
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M
A
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N
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R
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A
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O
N
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M
A
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O
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１８
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
７
月
号

１９
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

の 景 観 賞 募 集の 景 観 賞 募 集 !!!!

み ど り
の 景 観 賞 募 集の 景 観 賞 募 集 !!!!

み ど り
の 景 観 賞 募 集 !!

み ど り

　 市 で は 優 れ た 都 市 景 観 に 対 し 表 彰 を 行 い ま す 。 そ

こ で 広 く 市 民 の 皆 さ ん か ら 、 表 彰 の 対 象 と な る も の

の 募 集 と 、 景 観 賞 を 選 考 す る 選 考 委 員 の 募 集 を 行 い

ま す 。

　 安 中 市 み ど り の 景 観 賞 で は 、 街 並 み や 街 路 な ど の

景 観 、 特 徴 の あ る 建 物 、 樹 木 や 彫 像 な ど の 具 体 的 な

も の か ら 、 良 好 な 景 観 形 成 に 寄 与 す る よ う な 地 域 の

活 動 な ど も 、 広 い 意 味 で 「 景 観 」 と 定 め て い ま す 。

詳 細 は 次 の と お り で す 。

対 象 と な る も の ▼

① 伝 統 的 、 歴 史 的 な 街 な み の 維 持 に 寄 与 し て い る も の

② 都 市 の 景 観 を 考 慮 し て 建 築 、 整 備 さ れ て い る も の

③ 都 市 の 景 観 の 形 成 に 積 極 的 な 提 案 が 盛 り 込 ま れ た も の

④ 都 市 の 地 域 性 、 特 性 を 表 し て い る も の

⑤ 自 然 と の 調 和 を 考 慮 し て 整 備 さ れ て い る も の

応 募 方 法 ▼

　 景 観 賞 、 選 考 委 員 と も に 市 役 所 本 庁 ・ 支 所 に 置 い

て あ る 用 紙 に 記 入 し て 、 景 観 賞 に は 写 真 な ど の 資 料

を 添 付 し て 、 市 役 所 都 市 整 備 課 ま で 郵 送 ま た は ご 持

参 く だ さ い 。

募 集 期 間 ▼

　 景 観 賞 、 選 考 委 員 と も に ７ 月 １ 日 （ 木 ） か ら ９ 月

30 日 （ 木 ） ま で で す 。 郵 送 の 場 合 は 当 日 消 印 ま で 有

効 で す 。

※ 後 日 、 選 考 委 員 に よ る 選 考 が 行 わ れ 、 表 彰 式 を 行

う 予 定 で す

問 合 せ ・ 申 込 み ▼ 都 市 整 備 課 計 画 開 発 係

（ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

市 の 職 員 を 募 集 し ま す市 の 職 員 を 募 集 し ま す市 の 職 員 を 募 集 し ま す

　 市 で は 平 成 22 年 度 の 職 員 採 用 試 験 を

次 の と お り 行 い ま す 。 採 用 年 月 日 は 平

成 23 年 ４ 月 １ 日 で す 。 所 定 の 用 紙 を ７

月 20 日 （ 火 ） か ら 市 役 所 本 庁 職 員 課 ・ 支

所 地 域 振 興 課 で 配 布 し ま す の で 、 必 要

事 項 を 記 入 の う え 、 住 民 票 抄 本 と 成 績

証 明 書 を 添 え て 職 員 課 職 員 係 へ お 申 し

込 み く だ さ い 。 詳 し い 条 件 な ど に つ い

て は 試 験 案 内 を ご 覧 く だ さ い 。

　 ま た 、 郵 送 を 希 望 す る 人 は お 問 い 合

わ せ く だ さ い 。

配 布 期 間 ▼ ７ 月 20 日 （ 火 ） 〜 ８ 月 20 日 （ 金 ）

受 付 期 間 ▼ ８ 月 ２ 日 （ 月 ） 〜 20 日 （ 金 ）

募 集 職 種 ▼ 下 表 の と お り

受 験 資 格 ▼ 下 表 の と お り

※ た だ し 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 人

は 受 験 で き ま せ ん

○ 日 本 国 籍 を 有 し な い 者

○ 地 方 公 務 員 法 第 16 条 に 該 当 す る 人

問 合 せ ▼ 職 員 課 職 員 係

　 　 　 　 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

区
分

一 般 行 政

試
験

初
級

中
級

種
類

事
務
職

保
育
職

技
術
職

採
用
予
定

人
員

10
名

程
度

若
干
名

若
干
名

２
次
試
験

10
月
下
旬

面
接
試
験

健
康
診
断

１
次
試
験

9月
19
日（
日
）

教
養
試
験

事
務
適
性
検
査

作
文

教
養
試
験

一
般
性
格

診
断
検
査

作
　
　
文

試
　
験
　
資
　
格

昭
和
63
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
校
卒
業
以
上（
卒

業
見
込
み
を
含
む
）の
人（
18
歳
～
22
歳
）

昭
和
59
年
４
月
2
日
～
平
成
３
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
短
期
大
学
卒
業
以
上

（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）の
人（
20
歳
～
26
歳
）

昭
和
59
年
4
月
2
日
以
降
に
保
育
士
資
格

取
得
者
ま
た
は
平
成
23
年
３
月
ま
で
に
取
得

見
込
み
の
人（
27
歳
未
満
）

昭
和
55
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、

２
級
建
築
士
以
上
の
資
格
取
得
者
で
、
１
級

建
築
士
、
建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
の
資

格
を
取
得
す
る
意
志
の
あ
る
人（
31
歳
未
満
）

８
月
２
日

８
月
６
日

学
歴
区
分
試
験
区
分

試
験
区
分

採
用
予

定
人
員

試
験
案
内

配
布
開
始

試
験
案
内

配
布
開
始

受
付
期
間

第
１
次
試
験
日
第
２
次
試
験
日

申
込
期
間

試
験
日
程

受
験
資
格

高
崎
市
等
広
域
消
防
局
職
員
募
集

高
崎
市
等
広
域
消
防
局
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
問
合
せ

▼高
崎
市
等
広
域
消
防
局
総
務
課
（
☎
32
2－
23
93
）

警
　
察
　
官
　
募
　
集

群
馬
県
警
察
で
は
、
次
の
と
お
り
警
察
官
を
募
集
し
ま
す
。

問
合
せ

▼安
中
警
察
署
（
☎
３
８
１
－
０
１
１
０
）
ま
た
は
最
寄
の
交
番
・
駐
在
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

消 防 職
16 人

７
月
１
日

～

10
月
下
旬

11
月
上
旬

～

大 学

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
卒
業
ま
た
は
平
成
23
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
（
 平

成
元
年
４
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
卒
業
ま
た
は
平
成

23
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
は
受
験
で
き
ま
す
）

※
１
　
学
歴
区
分
の
短
大
に
は
２
年
以
上
の
専
門
学
校
も
含
ま
れ
ま
す

○
第
１
次
試
験

９
月
５
日

○
第
２
次
試
験

１
１
月
上
旬

○
第
１
次
試
験

９
月
19
日

○
第
２
次
試
験

１
１
月
上
旬

試
験
案
内
・
申
込
書
の
請
求
は
、

○
直
接
請
求
の
場
合

▼配
布
日
以
降
に
高
崎
市
等
広
域
消
防
局
・
安
中
消
防
署
・
郷
原
分
署
・
松
井
田
分
署
、
市
役
所
本
庁
・
支
所
に

て
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
請
求
の
場
合

▼本
人
の
住
所
氏
名
を
表
に
記
入
し
た
返
信
用
封
筒
（
角
型
２
号
）
に
14
0
円
切
手
を
貼
っ
た
も
の
を
同
封
し
、

下
記
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
す
る
封
筒
の
表
に
「
消
防
職
員
試
験
案
内
請
求
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
先
：
〒
３
７
０
－
０
８
６
１
　
高
崎
市
等
広
域
消
防
局
総
務
課
　
高
崎
市
八
千
代
町
１
－
13
－
10

○
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
場
合
…
消
防
局
の
H
P（
ht
tp
://
te
d.
ci
ty
.ta
ka
sa
ki
.g
un
m
a.
jp
/s
ho
ub
ou
/）
か
ら
で
き
ま
す
。

７
月
29
日
～
８
月
13
日

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
は

　
8
月
12
日
ま
で

９
月
１
９
日

7
月
２
日

新
町
駐
屯
地

ま
た
は

相
馬
原
駐
屯
地

な
ど

９
月
１
８
日

９
月
２
３
日

９
月
２
６
日

10
月
23
日

自 衛 官 募 集

自
衛
隊
で
は
自
衛
官
を
次
の
通
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
項

▼自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
合
せ

▼自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所
（
☎
３
２
６
－
１
７
６
１
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼ht
tp
://
w
w
w
.m
od
.g
o.
jp
/p
co
/g
un
m
a/

募
集
種
目

受
験
資
格

受
付
期
間

１
次
試
験

試
験
会
場

一
般
曹
候
補
生

航
空
学
生

自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

看
護
学
生

１
８
歳
以
上
２
７
歳
未
満
の
男
女

高
卒
（
見
込
含
）
以
上
の
２
１
歳
未
満
の
男
女

１
８
歳
以
上
２
７
歳
未
満
の
女
性

１
８
歳
以
上
２
７
歳
未
満
の
男
性

高
卒
（
見
込
含
）
以
上
の
２
４
歳
未
満
の
男
女

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

８
月
１
日 ～

９
月
１
0
日

９月
６日
～
10
月１
日

高 校
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
5
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
卒
業
ま
た
は
平
成
23
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人
　

短 大

※ １
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
3
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
、
卒
業
ま
た
は
平
成
23
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
人

警
察
官
Ａ

（
男
性
）

警
察
官
Ｂ

（
男
女
）

受
験

資
格

昭
和
55
年
4
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。
大

学
既
卒
者
（
短
期
大
学
を
除
く
）、
ま
た
は
平
成

23
年
3
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
。

昭
和
55
年
4
月
２
日
か
ら
平
成
5
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
警
察
官
Ａ
の

受
験
資
格
学
歴
に
該
当
し
な
い
人

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

勢
多
会
館（
前
橋
市
）



給
水
管
修
理
当
番
業
者
（
７
月
１
日
～
８
月
１
５
日
）

休
館
の
ご
案
内

２１
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

２０
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
７
月
号

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

●
行
政
相
談

本
庁
　
7/
1・
15
　
8/
5　
9時
～
12
時

支
所
　
7/
5　
8/
2　
13
時
30
分
～
16
時

●
無
料
法
律
相
談

本
庁
　
7/
2・
16
　
8/
6　
受
付
12
時
30
分
～
15
時

※
要
電
話
予
約
　
秘
書
行
政
課
（
☎
38
2－
11
11
）

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
人
権
相
談

本
庁
・
支
所
　
7/
15
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
家
庭
児
童
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
子
ど
も
課
）
　

月
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
子
ど
も
課
（
☎
38
2－
80
05
）

●
健
康
相
談

（
生
活
習
慣
病
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
16
時

支
所
　
7/
9　
9時
～
11
時
30
分

●
妊
婦
生
活
相
談
（
母
子
手
帳
交
付
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

●
労
働
相
談

本
庁
　
7/
6・
20
　
8/
3　
13
時
30
分
～
16
時

※
電
話
予
約
が
で
き
ま
す
。
　
商
工
観
光
課
（
☎
38
2－
11
11
）

●
障
害
者
相
談

知
的
・
身
体
障
害
者
相
談
（
本
庁
･支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

精
神
障
害
者
相
談
（
ヌ
ア
リ
ー
ベ
　
☎
38
0－
53
85
）

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
10
時
～
18
時

●
青
少
年
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
支
所
内
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

月
・
火
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
14
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
47
77
）

●
心
配
ご
と
相
談

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時
～
11
時
30
分

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
月
曜
日
　
13
時
30
分
～
16
時

●
青
色
申
告
記
帳
相
談

安
中
商
工
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
12
時

松
井
田
商
工
会
館

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
17
時

●
交
通
事
故
相
談

安
中
交
通
安
全
協
会

毎
週
火
・
水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
02
11
）

相
  談
  案
  内

　
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
給
水
管
の
修
理
は
、
業
者
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
漏

水
な
ど
の
修
理
は
、
そ
の
日
の
当
番
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

実
費
で
す
。

【
安
中
市
管
工
事
協
同
組
合
　

３
８
５
－
４
４
０
１
】

今
川
設
備

㈲
入
沢
電
気
商
会

碓
氷
設
備

㈲
内
堀
設
備
工
事

㈲
金
子
屋
商
店

㈲
黒
須
設
備
工
業

群
栄
工
業
㈱

児
玉
工
業
㈲

㈲
佐
藤
商
店

佐
藤
燃
料
㈱

㈲
渋
谷
設
備

業
　
者
　
名

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

業
　
者
　
名

38
2-
94
33

38
2-
16
09

38
1-
27
30

39
3-
01
57

39
3-
03
32

38
1-
11
48

39
3-
10
12

39
3-
31
18

39
5-
23
23

38
1-
11
11

38
1-
12
62

㈲
ジ
ー
ワ
イ
燃
設

㈲
須
藤
工
業

㈲
武
美
工
業

㈲
田
中
工
作
所

㈱
半
田
組

㈲
福
美
商
事

㈲
松
本
住
設

㈱
茂
木
設
備

㈲
山
田
タ
イ
ル
工
業

㈱
ヤ
マ
ハ
チ
・
ク
ボ
ニ
ワ

㈱
ユ
タ
カ

38
2-
28
91

38
1-
23
22

38
2-
50
61

38
5-
41
26

38
5-
83
74

38
1-
02
93

38
5-
62
78

38
5-
80
42

38
1-
00
75

38
1-
04
35

38
5-
76
47

L M N O P Q R S T U V
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Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

恵
み
の
湯
　
　
　
　
　
7/
6・
20
　
8/
3

峠
の
湯
　
　
　
　
　
　
7/
13
　
27
　
8/
10

鉄
道
文
化
む
ら
　
　
　
7/
6・
13
・
20
・
27

文
化
セ
ン
タ
ー（
※
は
図
書
館
の
み
休
館
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7/
6・
13
・
20
・
21
・
27
・
30
※
　
8/
3・
10

文
化
会
館
　
　
　
　
　
7/
5・
12
・
20
・
26
・
31
　
8/
2・
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  

碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
　
7/
6・
13
・
20
・
27
　
8/
3・
10

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
※
は
温
水
プ
ー
ル
の
み
休
業
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
5・
12
※
・
20
・
21
・
26
※
　
8/
2・
9※

学
習
の
森
　
　
　
　
　
7/
6・
13
・
20
・
21
・
27
　
8/
3・
10

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
7/
5・
12
・
19
・
20
・
26
　
8/
2・
9

日 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14 15

曜
日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

行
　
　
事
　
　
名

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
碓
氷
歴
史
・
考
古
学
講
座

　
学
習
の
森
10
:0
0
～
12
:0
0

●
第
32
回
少
年
の
主
張
安
中
市
大
会

　
文
化
会
館
13
:3
0
～

●
碓
氷
峠
ホ
タ
ル
の
里
ま
つ
り

　
碓
氷
峠
の
森
公
園
　
18
：
00
～
21
：
00

●
安
中
市
水
防
訓
練

　
県
ク
レ
ー
射
撃
場
西
側
広
場
　
8：
30
～

●
市
民
フ
リ
ー
ブ
ロ
ー
大
会

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
9:
00
～

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
碓
氷
峠
ホ
タ
ル
の
里
ま
つ
り

　
碓
氷
峠
の
森
公
園
　
18
：
00
～
21
：
00

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
歴
史
ジ
オ
ラ
マ
作
り
講
座

　
学
習
の
森
10
:0
0
～
15
:0
0

●
初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
00
～
16
:0
0

●
陶
芸
教
室

　
学
習
の
森
10
:0
0
～
15
:0
0

●
夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動

　（
～
21
日
）

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

日 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜
日 金 土 日 祝 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

行
　
　
事
　
　
名

●
碓
氷
歴
史
・
考
古
学
講
座

　
学
習
の
森
10
:0
0
～
12
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

●
碓
氷
湖
ま
つ
り

　
碓
氷
湖
駐
車
場
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

● 「
う
す
い
街
道
寄
席
」

　
チ
ケ
ッ
ト
発
売
開
始

　
文
化
会
館
　
9:
00
～

●
石
器
作
り
体
験
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
14
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

●
図
書
読
み
聞
か
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
14
:0
0
～
15
:0
0

●
松
井
田
七
夕
ま
つ
り

　
北
横
町
・
南
横
町
通
歩
行
者
天
国
　
17
:0
0
～

●
市
民
ハ
イ
キ
ン
グ（
美
ヶ
原
高
原
）

●
陶
芸
教
室

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
夏
休
み
映
画
会「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」

　
文
化
会
館
　
11
:0
0
～
・
14
:0
0
～

　（
開
場
各
30
分
前
）

●
松
井
田
七
夕
ま
つ
り

　
北
横
町
・
南
横
町
通
歩
行
者
天
国
　
17
:0
0
～

●
農
業
委
員
会
総
会

　
本
庁
　
11
：
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

●
お
も
し
ろ
科
学
教
室

　
(食
塩
水
で
虹
を
作
ろ
う
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9:
30
～
12
:0
0

●
碓
氷
歴
史
・
考
古
学
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
石
器
作
り
体
験
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
14
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

７
月
１
日
→
８
月
１
５
日

７
月
１
日
→
８
月
１
５
日

健
康
通
信

　
７
月
は
胃
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、
乳
が
ん
検
診
、

子
宮
が
ん
検
診
の
個
別
検
診
も
引
き
続
き
実
施
中
で
す
。さ
ら
に
、
８
月
か
ら

は
結
核
検
診
、前
立
腺
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。

　
ど
の
検
診
も
申
込
者
に
対
し
て
受
診
票
が
個
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。日
時
・

会
場
な
ど
は
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。申
し
込
ん
で
い
な
い
人
で
受
診
を
希
望

す
る
人
は
、本
庁
健
康
課（
☎
３
８
２
－
１１
１１
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
庁
市
民
課
　
休
日
窓
口
開
設
日

７
月
４
・
18
日
（
日
）　
８
月
１
・
15
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

業
務
内
容

　
○
住
民
票
の
写
し
の
交
付

　
○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
発
行

　
○
印
鑑
証
明
書
の
発
行

　
○
そ
の
他
市
民
課
取
扱
各
種
証
明
書
の
発
行

８
　
月

曜
日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

行
　
　
事
　
　
名

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

●
歴
史
ジ
オ
ラ
マ
作
り
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

●
碓
氷
歴
史
・
考
古
学
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
陶
芸
教
室

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
献
血

　
松
井
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　
10
:0
0
～
11
:3
0・
12
:3
0
～
14
:0
0

　
松
井
田
病
院

　
15
:0
0
～
16
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
:3
0
～
15
:3
0

７
月

８
月

※
毎
週
月
曜
日
は
市
民
交
通
安
全
日
、毎
月
１
日
は
県
民
交
通
安
全
日
で
す

７
　
月



市の観光パンフレット

夏
休
み
映
画
会

夏
休
み
映
画
会

夏
休
み
映
画
会

夏
休
み
映
画
会

夏
休
み
映
画
会

名
探
偵
コ
ナ
ン
「
天
空
の
難
破
船
」

名
探
偵
コ
ナ
ン
「
天
空
の
難
破
船
」

名
探
偵
コ
ナ
ン
「
天
空
の
難
破
船
」

名
探
偵
コ
ナ
ン
「
天
空
の
難
破
船
」

名
探
偵
コ
ナ
ン
「
天
空
の
難
破
船
」

秋
川
雅
史
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

秋
川
雅
史
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
〜
第
四
楽
章
〜

〜
第
四
楽
章
〜

秋
川
雅
史
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー

秋
川
雅
史
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
〜
第
四
楽
章
〜

〜
第
四
楽
章
〜

秋
川
雅
史
コ
ン
サ
ー
ト
ツ
ア
ー
〜
第
四
楽
章
〜
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　皆さんの声にお答えして、テレビでおなじみの
「千の風になって」が再度安中市に響き渡ります。
　秋川雅史の深みのある声と軽妙なトークをお
楽しみください。
日　　時 ▼７月24日（土）午後６時～
　　　　　（開場：午後５時30分）
チケット ▼全席指定

前売4,500円（当日5,000円）
※文化センター窓口で好評販売中
※電話受付も行っています
※１人４枚まで、未就学児はご遠慮ください
問 合 せ ▼安中市文化センター
　　　　　（☎３８１－０５８６）

市民 INFORMATION

　謎の武装集団により、国立微生物研究所が襲
撃され、恐るべき細菌が盗まれた。ハイジャック
された世界最大の飛行船！ 財宝をめぐり空前の
頭脳戦が今、始まる。
日時 ▼７月25日（日）午前11時～・午後２時～
※開場は各30分前
入場料 ▼全席自由

※文化会館・安中市文化センター窓口で好評発売中
※前売りで完売した場合、当日券はございません
問合せ ▼安中市松井田文化会館
　　　　（☎３９３－４４００）

大　　　人
高校生以下

前売
８００円
６００円

当日
９００円
７００円

市
内
観
光
地
に
つ
い
て

見
識
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

平
成
23
年
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
Ｊ
Ｒ
旅
客
６
社
と
群
馬
県
な
ど
が
共
同
で
行
う

国
内
最
大
級
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
、デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
以
下
DC
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。ま
た
、そ
れ
に
先
立
ち
今
年
の
７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

プ
レ
DC
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

DC
・
プ
レ
DC
期
間
中
は
群
馬
県
の
観
光
宣
伝
が
重
点
的
に
行
わ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、

日
本
全
国
か
ら
多
く
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
が
本
市
を
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、市
民

の
皆
さ
ん
も
県
外
か
ら
の
観
光
客
の
皆
さ
ん
と
触
れ
合
う
機
会
が
増
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

そ
こ
で
、市
観
光
協
会
で
は
日
頃
身
近
す
ぎ
て
気
付
か
な
い
市
内
の
観
光
地
に
つ
い

て
、理
解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
市
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
市
内
の
主
な
公
共
施

設
な
ど
で
希
望
者
に
無
料
で
配
布
し
ま
す
。こ
の
機
会
に
身
近
な
市
内
観
光
地
へ
の
見

識
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。興
味
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
平
成
23
年
７
月
１
日
〜
９
月
30
日

　
　
　
（
プ
レ
DC
は
平
成
22
年
７
月
１
日
〜
９
月
30
日
）

主
催
▼
Ｊ
Ｒ
旅
客
６
社
・
群
馬
県
な
ど

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
場
所
▼
市
役
所
本
庁
・
支
所
・
谷
津
庁
舎
、安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
・

松
井
田
文
化
会
館
・
各
地
区
公
民
館
・
各
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
な
ど

費
用
▼
無
料

問
合
せ
▼
市
観
光
協
会（
☎
３
８
５

－

６
５
５
５
）


